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アンケート調査にみる小学生とジンクス
川越 ゆり・滝澤 真毅
本研究の目的は、子どものジンクスについてのアンケート分析を通して、現代の小学生
の間に流通するジンクスの実態の一端を明らかにすることにある。
アンケート調査は平成２２年度に実施し、山形市内の小学校３校に在籍した５年生、総計
２２０名を対象としている。
まず、本稿では、「ジンクス」を幸運、不運の別なく「縁起かつぎ、迷信的行為」と同
義とし、「特定の出来事が幸運、不運をもたらすと信じること」と定義した。調査結果に
おいては、不運に関するジンクスが幸運を上回ること、ジンクス行為が学年を追うごとに
増加する傾向にあること、動物、植物、車にまつわるジンクスが高い頻度で見られること
を示した。また、川越・滝澤（２０１１）における学生回想データとの比較を通して、出現頻
度の高いジンクスが共通しており、子ども間でジンクスが伝承されている可能性のあるこ
と、反面、社会事情の変化に伴い、子ども間で流通されなくなったと考えられるジンクス
もあること、ジンクスのヴァリエーションが減少していることから、ジンクスが均質化さ
れた形で伝承されている可能性があることを示した。
１．はじめに
子ども文化、とりわけ、“childlore”（子どもの間で伝承されている文化）を考える
際に、子どもの作るジンクスは興味深いテーマのひとつである。Childlore研究の先
駆的存在である Opie and Opieによれば、１９５０年代のイギリスの学齢期の子どもの間
には、様々なジンクスが流通していた。１また、平成の日本で学童期を過ごした学生
達からも類似のジンクスが多々採集されている。２
興味深い現象であるにもかかわらず、子どものジンクスについての研究は十分にな
されてきたとはいえない。本研究では、山形市内在住の小学校５年生２２０名を対象に
行ったアンケート調査をもとに、現在の日本の小学生の間に流通するジンクスの一端
を明らかにすることを目的とする。
アンケート調査にみる小学生とジンクス（川越・滝澤）
―１３９―
２．ジンクスの定義について
具体的な論に入る前に、本稿における「ジンクス」の定義を明確にしておきたい。
Oxford Advanced Learner’s Dictionary をひくと、“jinx” の原意は “bad luck”（不運）あ
るいは、“sth that is thought to bring bad luck in a mysterious way”（不可思議な方法で、
不運をもたらすと信じられていること）とあり、本来は不運のみと関わる言葉である。
しかし、『ジンクス事典 恋愛・結婚篇』（荒俣宏編 長崎出版）や『学校の怪談大事
典』（日本民話の会 ポプラ社）などを見ればわかるように、日本では、幸運、不運
双方に関わる出来事について「ジンクス」という言い方が定着している。これを踏ま
え、本稿では、「ジンクス」を幸運、不運の別なく「縁起かつぎ、迷信的行為
（superstition）」と同義とし、「特定の出来事が幸運、不運をもたらすと信じること（the
belief that particular events bring good or bad luck）」の意味で用いている。
「ジンクス」と「まじない」の区別についても述べておきたい。“charm”（まじな
い）の原意は、“to control or protect sth using magic or as if using magic”（魔術、あるい
は魔術的なものを用いて、何かをコントロールしたり守ったりすること）である。本
稿では、状況のコントロール性をまじないの本質的特徴と捉え、アンケート項目を分
類する際には、「幸運、不運に直接関わる出来事がコントロール可能かどうか」をジ
ンクスとまじないの区別の基準とした。例えば、「学校に行く途中で、黄色い車を３
台見ると良いことがある」という場合、道すがら黄色い車に３台行き会うかどうかに
ついては偶発性に大きく左右される出来事であり、自分ではコントロール不可能であ
る。それに対して、「テストの時に青い鉛筆を使うと良い点数がとれる」という場合、
テストの時に青い鉛筆を使用することは、十分、コントロール可能の範囲内にある。
このような観点から、前者をジンクス、後者をまじないに分類した。
なお、「道に落ちているカラスの羽を見ると悪いことが起きる。エンガチョをすれ
ば大丈夫」といった、幸運、不運に直接関わる出来事はコントロール不可能（「道に
落ちているカラスの羽を見る」）だが、その後に何らかのまじない行為（エンガチョ）
が続く場合は、上記の判断基準に沿ってジンクスに分類した。
３．調査方法
 対象
山形市内のＡ、Ｂ、Ｃの３つの小学校に在籍し、平成２２年６月の調査実施時に出席
していた小学５年生（Ａ小学校：男３０名、女３９名、Ｂ小学校：男３３名、女４０名、Ｃ小
学校：男４０名、女３８名、計男１０３名、女１１７名、総計２２０名）を調査対象とした。対象
を小学５年生としたのは、川越・滝澤（２０１１）の学生による回想データにおいて小学
５年生で最も多くのジンクスが見られ、小学５年生がジンクスをまさに現在よくおこ
なっている時期であると期待したからである。
 アンケートの内容
①性別、②ジンクスの内容とそれをおこなっていたおおよその学年（複数事例の回
答可）の質問項目について無記名、記述式で回答を求める形式で、アンケートを作成
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した。これは、川越・滝澤（２０１１）が大学生を対象に回想データを収集したアンケー
トをもとにしたものである。
回答用紙には、学生の調査で得られたジンクスの事例（「黒いトラックを３台見た
ら、良いことがある」「けしごむに好きな人の名前を書いて、ぜんぶ使いきったら、
両思いになれる」）、および、著者の一人（川越）が平成２１年に神奈川県在住の小学校
５年生男児から採集したジンクス（「道にカラスの羽が落ちているのを見ると良くな
いことが起きる。両手のひとさし指を合わせて、真ん中を手で切ってもらえばだい
じょうぶ」）を例示した。
 アンケート調査の実施と回収
アンケート調査は、平成２２年６月に、対象児童が教室に集合した場面で一斉にアン
ケートの配付、記入、回収をおこなう方法で実施した。
実施時には定型の説明文を用いて教示をおこなった。まず、幸運または不運な事象
の前兆と解釈されるようなできごとが「ジンクス」である、という旨の説明をした。
さらに、アンケート用紙に記載した回答例を示し、口頭で、学生から収集した中に含
まれていた「クロネコのトラックを３台見るとよくないことがある」「テストのとき
青いもようの鉛筆を使うとよい点がとれる」「救急車を見たら親指を隠さないと、親
が早死にする」という例を追加して紹介した。そして、自分がおこなったことがある、
あるいは友人がおこなっているのを見たことがあるジンクスをアンケート用紙に記入
するように求めた。
なお、回答用紙に記載した「けしごむ」の例と、口頭であげた「鉛筆」の例は、い
ずれも、本稿で分析の対象としている「ジンクス」ではなく、「まじない」に類する
ものである。ことばの使い方には少々厳密さを欠くが、あえてこれらを例に含めたの
は、幸不幸と関連する行動全般の想起を求めることによって、本研究で分析の対象と
している「ジンクス」を多数収集することが可能となると考えたからである。
実際にアンケート用紙に書き始める前に、周囲の友人と話をしてもよい時間を設け、
児童がジンクスを思い出しやすいようにした。また、記入を始めてからも、必要があ
れば友人と話すことを容認した。アンケート用紙への記入を指示してからしばらく
経っても全く記入するそぶりのない児童には様子を見てことばをかけ、ジンクスを全
く知らない、したことも聞いたこともないという場合には「なし」と回答するよう指
示した。回答に要する時間は、長い児童で２０分間程度であった。
２２０名の調査参加者全員からアンケート用紙を回収した。
 回答内容の符号化と集計
ジンクスをおこなったことも見聞きしたこともない、記憶にないということを示す
「なし」の回答は５人（男子４、女子１）であった。これは回答者の２．３％に相当す
る。
アンケート用紙のジンクスの記入欄から、１００４件（「なし」を含む）の記述が得ら
れた。なお、この際、「四つ葉のクローバーを見つけると良いことがあるが、五つ葉
を見つけると悪いことがある」といった、複数の要素を含む記述については、「四つ
葉」のジンクスと「五つ葉」のジンクスとに分割し、別のものとして取り扱った。
得られた記述には、縁起担ぎ的なもの以外の迷信的行動や分類不能なものなども多
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図１ ジンクスの学年別出現数
数含まれていた。そこで、「～するとよいことがある」「～を見たときに…をしなけれ
ば悪いことが起きる」といった比較的純粋な縁起担ぎをジンクスとして抽出した。そ
の結果、３８３件（得られた記述全体の件数の３８．１％）のジンクスを得た。
それらのジンクスを、さらに、そのジンクスが結びつく事象の好悪（ラッキージン
クスかアンラッキージンクスか）、ジンクスの成立を左右する条件の有無（「○回見な
ければならない」「途中で…をしてはいけない」など）、アンラッキージンクスの解除
方法の有無（「エンガチョをすれば大丈夫」など）について整理した。さらに、ジン
クスが言及している内容についてキーワードを用いたラベリングを数次にわたってお
こなうとともに、そのジンクスをおこなっていた学年を符号化し、それらをもとに数
値的な集計処理をおこなった。
 アンケート回答内容の集計結果
① ラッキーとアンラッキー
収集したジンクスを、ラッキージンクス
とアンラッキージンクスとに分類し、それ
ぞれの数を男女別に示したのが表１である。
男女ともにアンラッキーな事象についての
ジンクスがラッキーな事象に関するものよ
り多く、全体ではアンラッキージンクスが
ラッキージンクスの１．５倍ある。また、調査対象の男児と女児の数がほぼ同数である
にもかかわらず、女児によるジンクスの回答件数が男児の１．６倍にのぼる。
② ジンクスをおこなっている時期
収集したジンクスについて、そのジンクスをおこなっている（いた）時期を、たと
えば「今」という場合は小学校５年生の出現ジンクスとして、「小学１～３年」とい
う場合は小学校１年、２年、３年の出現ジンクスとして符号化し、学年ごとの出現頻
度を集計した結果が図１である。全件数３８３件の４８．６％にあたる１８６件が、小学５年生
でおこなっているジンクスとして回答されていた。これは、小学１年生の件数の４．０
倍、小学２年生の２．６倍であり、ジンクスの出現件数は学年を追うごとに増加してい
ることがわかる。
ラッキー アンラッキー 総計
女 ９８（４１．７％）
１３７
（５８．３％）
２３５
（１００．０％）
男 ５５（３７．２％）
９３
（６２．８％）
１４８
（１００．０％）
総計 １５３（３９．９％）
２３０
（６０．１％）
３８３
（１００．０％）
表１ 採集したジンクスの数
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③ 内容項目の全体的傾向
ジンクスで取り上げられてい
る内容を内容項目ごとに分類、
集計し、頻度の高かった上位１０
位までを、表２に示した。動物、
植物、車に関するジンクスが非
常に高い頻度で見られることが
わかる。ラッキージンクスでは
植物と車のジンクスが圧倒的多
数を占めている。アンラッキー
ジンクスでは、動物に関するも
のが圧倒的に多く、アンラッ
キージンクス全体の５４．８％を占めている。次いで植物、車と続く。
葬式を出している家の前を通るときに親指を隠す、というものに代表される葬式の
ジンクスは、単独では車のアンラッキージンクスより少数である。しかし、車のアン
ラッキージンクスの中には、葬式のジンクスと同様に親指隠しを伴う霊柩車、救急車
のジンクスが合わせて４件含まれている。墓のアンラッキージンクスをも合わせると、
親指隠しと関係の深い「死」関連のアンラッキージンクスは、霊柩車、救急車を除く
自動車のアンラッキージンクス１６件を大きく上回る３２件となる。表中では項目の分類
上の都合で分散しているが、これらの「死」に関するアンラッキージンクス群は、ア
ンラッキージンクスの中では動物、植物のアンラッキージンクスに次ぐ頻度上位にあ
るということができる。
④ 動物のジンクス
ジンクスの内容の中で最も多数だっ
たのは動物に関するジンクスである。
その内容の内訳を表３に示す。動物の
ジンクスのうちラッキージンクスは１０
件（７．４％）に過ぎず、大半はアンラッ
キージンクスである。
特に多いのは、「カラスの羽が落ち
ているのを見ると悪いことが起きる。
エンガチョをすれば大丈夫」というよ
うな、路上に落ちているカラスなどの
鳥の羽に関するものであり、動物に関
するアンラッキージンクス全体の
４４．４％を占めている。次に多いのはネ
コのジンクスで、動物に関するアン
ラッキージンクス全体の２５．４％である。ネコのジンクスの８割以上は、「黒ネコを見
ると悪いことが起きる」に代表される、黒ネコのアンラッキージンクスであった。さ
らに、「ネコの死体を見てかわいそうと思うと呪われる」といった、動物の死体のア
ンラッキージンクスが続く。
順位 項目内容 ラッキー アンラッキー 総計
１ 動物 １０ １２６ １３６
２ 植物 ５６ ４１ ９７
３ 車 ４１ ２０ ６１
４ 葬式 ０ １８ １８
５ 流れ星 １５ ０ １５
６ 墓 １ １０ １１
７ 夢 ６ ２ ８
８ ケサランパサラン ４ ０ ４
８ ぞろ目 ３ １ ４
８ 道 ２ ２ ４
項目 ラッキー アンラッキー 総計
カラス・鳥の羽 ２ ５６ ５８
ネコ ０ ３２ ３２
死体 ０ ２９ ２９
カラス＊ ０ ７ ７
クモ ２ ０ ２
ヘビ １ １ ２
青い鳥 ２ ０ ２
カニ １ ０ １
キツネ ０ １ １
キツネ・タヌキ １ ０ １
テントウムシ １ ０ １
総計 １０ １２６ １３６
表２ ジンクスの出現頻度上位の内容項目
表３ 動物のジンクスの内訳
＊「カラス・スズメなど三文字の名前の鳥」を含む。
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カラス・鳥の羽、ネコ、死体のジンクスを合わせると、動物のジンクス全体の
８７．５％を占めている。
⑤ 植物のジンクス
植物のジンクス９７件のほぼ全部（９６件）がク
ローバーについてのものであった。クローバー
のジンクスの内訳を表４に示す。
クローバーのジンクスの過半数を占める５５件
のラッキージンクスの典型は、「四つ葉のク
ローバーを見つけると幸せになれる」というも
のだが、中には六つ葉、七つ葉について言及し
ているものもあり、そのほとんどがラッキージ
ンクスであった。特に、七つ葉のクロー
バーは「永遠の幸福」をもたらすものとし
て言及されることが多かった。一方、五つ
葉のクローバーはほぼ全数がアンラッキー
ジンクス（例：「五つ葉のクローバーを見
つけると不幸になる」）として取り上げら
れており、その数は３１件とクローバーのジ
ンクス全体の３割を超えている。
⑥車のジンクス
自動車のジンクスの内訳を表５に示す。
最も数が多いのは車体色に関するもので、
全体の４割を占めている。それ以外のジン
クスは数が少ないが、その中でも多少まと
まった数が見られるのは、第一貨物のト
ラックに関するラッキージンクス
（例：「第一貨物のトラックの象の
絵を見るとよいことがある」）の９
件、ヤマト運輸のトラックに関する
アンラッキージンクス（例：「クロ
ネコのトラックを見ると悪いことが
ある」）の８件である。そして、「黒
地に黄色の文字のナンバープレート
の車を３台見るとよいことがある」
といったナンバープレートのジンク
ス、「左ハンドルの車を見るとよい
ことがある」といった車種に関する
ジンクスが続くが、数はごく少ない。
車のジンクスの中でも特に数の多
かった、車体色についてのジンクスの内訳を示したのが表６である。全体で２５件ある
項目 ラッキー アンラッキー 総計
一つ葉 ０ ２ ２
二つ葉 ０ ４ ４
四つ葉 ４２ ３ ４５
五つ葉 １ ３１ ３２
六つ葉 ６ １ ７
七つ葉 ６ ０ ６
総計 ５５ ４１ ９６
項目 ラッキー アンラッキー 総計
色 ２１ ４ ２５
第一貨物 ９ ０ ９
ヤマト運輸 ０ ８ ８
ナンバー ３ １ ４
車種 ３ １ ４
救急車 １ ２ ３
タクシー ２ ０ ２
霊柩車 ０ ２ ２
トラック ０ １ １
パトカー ０ １ １
水玉模様 １ ０ １
郵便車 １ ０ １
総計 ４１ ２０ ６１
色 条件 ラッキーアンラッキー 総計
黄 １９ １ ２０
（黄の内訳）なし １ ０ １
３台 １５ １ １６
３～５台 １ ０ １
７台 ２ ０ ２
青 ３台 ０ １ １
赤 ３台 ０ ２ ２
同じ色 ３台 １ ０ １
白 ３台 １ ０ １
総計 ２１ ４ ２５
表４ クローバーのジンクスの内訳
表５ 自動車のジンクス
表６ 自動車の色のジンクス
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うち２０件が黄色の車体色の自動車についてのものである。また２５件のうち２１件はラッ
キージンクスであった。他の車体色の場合も含めほとんどすべての採集例において、
「３台見るとよいこと（悪いこと）がある」というような形で、台数に条件がついて
いたことも目につく。
４．考察
今回のアンケート結果を、川越・滝澤（２０１１）における学生回想データと比較する
と、共通性が多々見られた。学生回想データ（対象者数３６８名、ジンクス採集数６８９件）
では一人当たりのジンクス採集数は１．９件だったが、今回の小学生アンケートでは１．７
件で、ほぼ同じ割合である。また、図１で示したように、小学生アンケートでは学年
が上がるにつれてジンクスの出現頻度が増し、小学校５年で最多となったが、同じよ
うな登り坂の傾向は学生回想データにも見られ、小学校５、６年生でもっとも出現頻
度が高くなっていた。
小学生アンケートは全体の６０％、学生回想データは６４％がアンラッキージンクスで、
両者ともに、幸運よりも不運に関わるジンクスが多くの比率を占めた。特に、「カラ
スの羽」のアンラッキージンクスは双方に大きな割合で見られる。その大半が、アン
ラッキーの解除方法として「エンガチョ」を伴うことも共通している。同様のことは、
アンラッキーの解除方法として「親指隠し」を伴う、葬式、墓、霊柩車、救急車の
「死」のジンクスについてもいえる。黒ネコのアンラッキージンクスも小学生、学生
ともに多く見られ、アンラッキーの解除方法を伴わない単純形が主流である点も共通
している。学生が小学生だった時期から現在の小学生までのおよそ１０年にわたり、こ
れらのジンクスは子ども間で伝承されてきたとみなしてよいだろう。
伝承の可能性については、動物、植物、自動車（車体色、ナンバープレート、宅配
トラック）など、ジンクスの対象の上位が共通していることからもうかがえる。カラ
スの羽などのアンラッキージンクスのほかにも、学生回想データで多数を占めた「黄
色い車」のラッキージンクスや「クローバー」のジンクス（四つ葉はラッキー、五つ
葉はアンラッキー）は、小学生アンケートでも上位に登場している。また、黄色い車
のジンクスは「３台見る」という台数の条件を伴うものが典型であることや、クロー
バーのジンクスは、見つけるだけで幸運、不運が決まる単純形が多数を占める点でも
共通している。
反面、ジンクス内容の頻度については相違が見られた。学生回想データでは、１位
の自動車に関するジンクスと、２位の「動物＋カラスの羽」に関するジンクスが突出
して多く、いずれも３位の葬式に関するジンクスの４倍近くを占めていた。一方、小
学生アンケートでは、動物（カラスの羽を含む）に関するジンクスが最多を占めたが、
２位の植物に関するジンクスの１．４倍程度、３位の自動車に関するジンクスの２．２倍程
度で、学生回想データ１位の自動車のジンクスほどは突出してはいない。
また、小学生アンケートでは自動車のジンクスが全体の１６％で、３６％を占めていた
学生に比べると大幅に少ない。これについては、学生回想データで自動車のジンクス
の４３％を占めていた、佐川、赤帽、第一貨物、郵便車、クロネコヤマトなどの宅配ト
ラックのジンクスが小学生アンケートでは３１％に減少していること、さらには、学生
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回想データで自動車のアンラッキージンクスのほぼ半数を占めていた霊柩車のジンク
スが小学生アンケートではほとんど見られなかったことが、大きな理由として挙げら
れる。
なぜ、宅配トラックのジンクスは減少したのだろうか。ひとつの要因として考えら
れるのは、宅配トラックが以前ほど子どもの目を引かなくなった可能性である。国土
交通省自動車交通局貨物課がまとめた「宅配便等取扱数」の年次変化表によれば、学
生が小学１年生だった平成７年から今回のアンケートをおこなった平成２１年までの間
に、宅配便の荷物の取り扱い数は、１４億３４００万個から３１億３７００万個まで、約２．２倍に
増えている。３また、ヤマト運輸の「宅急便３０年のあゆみ」でも、取扱数がうなぎ登
りに増えている状況をグラフで確かめることができる。４荷物の取扱個数の増加に伴っ
て車両も増加すれば、道すがら、子どもが車両を目にする頻度は当然高くなる。その
結果、宅配トラックの類いはありふれた存在と化し、ジンクスの対象としての魅力を
減じてしまったのではないだろうか。
霊柩車のジンクスについても、時代背景がひとつの要因として考えられる。朝日新
聞掲載の「霊柩車の金ぴか、イヤ 火葬場周辺住民「毎日見るのは…」 宮型締め出
し１５０カ所」（２００８年３月２９日）や、「ド派手敬遠、霊“窮”車 「宮型」需要、ピー
クの半分 火葬場も制限次々」（２０１０年５月１５日）によると、宮型霊柩車は人目につ
きやすい外装が火葬場周辺住民や遺族に敬遠され、洋型霊柩車に取って代わられつつ
あるという。２００４年に全国霊柩車協会が行ったアンケートでは、全国で１５０ヶ所の地
区が火葬場への出入りを禁止している。また、道路運送車両法に基づく保安基準の改
定で、乗用車に鋭い突起物をつけることが原則的に禁じられたことも、宮型霊柩車の
減少に拍車をかけたという。５
霊柩車のジンクスの大幅な減少は、このような時代の変化と無関係ではないだろう。
表２を見るとわかるように、ジンクスの対象の多くは、動物や植物、自動車各種、葬
式など、子どもが通学路の行き帰りに出会うものである。宅配トラックのように日常
化されすぎたものが対象から外れる傾向にある一方で、宮型霊柩車のように日常ほと
んど目にする機会がないものも姿を消していくのではないだろうか。
当然ながら、霊柩車のジンクスは、「親指隠し」を伴う死のジンクス全体の割合に
も影響している。学生回想データでは、親指隠しを伴う霊柩車・救急車・葬式・墓の
ジンクスは、アンラッキージンクスの約３４％を占めていたが、小学生アンケートでは
９％程度にとどまっている。今後、親指隠しを伴う死のジンクスが霊柩車の減少とと
もに減じていくのか、あるいは、葬式や墓のほかに新たな対象を見つけるのか、興味
深いところである。
また、今回のアンケートと学生回想データで多数を占めたジンクスとを比較すると、
典型例は伝承されているが、それ以外の種類が乏しくなっていることがわかる。例え
ば、黒ネコのアンラッキージンクスは、不運の解除方法を伴わない単純形が小学生、
学生ともに多数を占めている。反面、学生回想データでは、「後ろに下がる」「白ネコ
を見る」「赤いものを見つける」など少数ながらもあった不運の解除方法が、小学生
ではまったく見られない。同様に、黄色い車のラッキージンクスは、「３台見るとよ
いことがある」という台数を条件にするものが典型である点は共通している。反面、
学生回想データに見られた、何らかの動作（手やポケットをたたくなど）や唱え文句
（「スーパーキイロ」と唱えるなど）を条件にするものは、小学生アンケートには見
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表７ カラスの羽・鳥の羽のアンラッキー・ジンクスと解除方法
解除方法 見る 見る・触る 持つ 触る 総計
エンガチョ ７ ０ ０ ０ ７
すべての指のエンガチョ ３ ０ ０ ０ ３
親指と小指のエンガチョ １ ０ ０ ０ １
親指と小指、親指と人さし指のエンガチョ １ ０ ０ ０ １
親指と人さし指のエンガチョ １ １ ０ ０ ２
親指以外のエンガチョ １ ０ ０ ０ １
人さし指のエンガチョ ２８ ０ ０ １ ２９
輪のエンガチョ ２ ０ ０ ０ ２
なし ７ ０ １ ２ １０
総計 ５１ １ １ ３ ５６
られなかった。
同様の傾向は、カラスの羽のジンクスにも当てはまる。このジンクスは、小学生、
学生ともに、不運の解除方法としてエンガチョ（特に、ひとさし指のエンガチョ）を
伴うものが典型である。また、小学生アンケートには、「両手の指を合わせて真ん中
を手で切る」「親指以外の両手の指を合わせて真ん中を切る」「親指と小指を手で切
る」「親指と人さし指を合わせて真ん中を手で切る」「両手で（あるいは両手の指で）
輪を作ってその間を手で切る」など、学生回想データには見られないエンガチョの方
法が挙げられていた（表７）。反面、学生回想データにあった、エンガチョ以外のア
ンラッキー解除方法――「後ろ歩きをする」「背中をたたく」「小指を噛む」「羽を踏
む」「ごめんなさいを言う」など――については、小学生アンケートにはまったく見
られなかった。現在の小学生の間では、より均質化されたジンクスが流通しているの
かもしれない。これについては、さらに検討を重ねる必要があるだろう。
結び
以上、全体的には学生回想データで上位に抽出されたジンクスの多くが、小学生ア
ンケートにも見られた。子どもの間でこれらのジンクスが伝承されるという現象は、
特定の地域というよりも全国的に見られる可能性が高い。２０１１年６月２０日付けの十勝
毎日新聞（本社 北海道帯広市）に掲載された小学生とナンバープレートのジンクス
についての記事などは、ひとつの裏づけになるだろう。６ジンクスをおこなうことは、
子どもにとってどのような意味があるのだろうか。それについては別稿に機会を譲り
たい。
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